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待降節、創立記念日、そして2026年へ

校長 石村直義
11月30日(日)から2025年度のアドヴェント（待降節）に入りました。チャペル講壇横のアドベント・

クランツのロウソクを一週に1本ずつ、2本、3本と増やしながら灯していきます。チャペル正面のクリ

スマス・ツリーのイルミネーションも5色の光を美しく輝かせています。12月21日(日)にはほとんどの

教会でクリスマス礼拝があります。本校は23日に終業式、クリスマス・ページェントをささげます。光

として来られた救い主イエス・キリストによって、私たちの周囲や私たち自身の中にある闇が明るく照ら

され、平安で満たされるようにと祈ります。

12月1日(月)、活水学院創立146周年の記念日を、生徒の皆さん、保護者等ご家族、教職員、同窓会の

方々はじめ活水高等学校・中学校卒業の多くの方々、関わる皆様と思いをあわせてお祝いすることができ、

心から感謝いたします。創立者のエリザベス・ラッセル宣教師が、ジーン・ギール宣教師と共に長崎港に

到着したのが11月22日、そのわずか9日後に、一人の生徒を迎えて本学が開校されました。建学の精神

として掲げられた「知恵と生命との泉-主イエス・キリスト-に掬べよ」との祈りと願いとを日々あらたに

心に刻み、いつまでも渇くことがないように活ける水を汲み続け、自分に与えられた賜物を活かして自身

を輝かせると同時に、隣人を愛して恵みをわかちあい、ともに輝く歩みへ押し出されるようにと祈り願い

ます。

二学期は、さまざまな機会を通して自己の成長と学校全体の活性がはかられたことでした。思い出に残

る行事の取り組み、各種大会での活躍と入賞、入試等の合格通知等々嬉しい報告がたくさん届きました。

積み重ねてきた努力が実を結び、仲間と共に喜びをわかちあい、しあわせの連鎖が起こり、活ける水のあ

ふれる様子が描かれました。たとえ思い通りの結果でなくても、そこから次につながる思いは、前進が期

待される大きな力です。皆さんの成長がなされたことを喜び感謝します。

来たる2026年に向けて、その次の自分に、私たちともどもに、学校全体に、大きな望みもって日々の

学校生活、教育活動において活水らしさがあふれる、そのような一日一日をたゆみなく積み重ねていきま

しょう。

12
月
行
事
予
定

１(

月)

創
立
記
念
式
典
（
午
前
中
登
校
）

２(

火)

ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
準
備
祈
祷
会
（
昼
休
み
）

３(

水)

ハ
レ
ル
ヤ
全
校
練
習
⑥

校
内
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

６(

土)

高
Ⅱ
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ

９(

火)

校
内
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

10(

水)

避
難
訓
練

40
分
授
業

16(

火)

高
Ⅰ
探
究
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
④
～
⑦
）

17(

水)

40
分
授
業

18(

木)

中
３
校
外
総
合
学
習
（
⑤
～
⑦
）
40
分
授
業

19(

金)

40
分
授
業

20(

土)

高
Ⅲ
共
通
テ
ス
ト
模
試
（
～
21
日
）

22(

月)

ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
出
演
者
リ
ハ
（
午
前
）

20(

土)

全
体
リ
ハ
ー
サ
ル
（
午
後
登
校
）

20(

土)

表
彰
・
心
得
・
生
徒
会
・
大
掃
除

23(

火)

終
業
式

25(

火)

ク
リ
ス
マ
ス
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト

24(

水)

冬
期
課
外
（
～
26
日
）

25(

木)

ク
リ
ス
マ
ス

27(

土)

第
11
回

吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

28(

日)

学
校
閉
鎖
（
～
１
月
４
日
）

寄
宿
舎
閉
鎖
（
９
時
～
４
日
）

１
月
行
事
予
定

１(

木)

元
旦

４(

日)

寄
宿
舎
開
錠
（
12
時
）

５(

月)

冬
期
課
外
（
～
７
日
）

８(

木)

始
業
式
・
大
掃
除
・
ワ
ッ
ク
ス

10(

土)

高
Ⅰ
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ

12(

月)

成
人
の
日
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願いと祈りと執り成し

と感謝とをすべての人々

のためにささげなさい。

テモテ 2章1節

生徒修養会

2025年度生徒修養会は10月30日(木)に行われました。「なぜ教会に行くの？

～活水が守ってきたこと」をテーマにして、主講師にインマヌエル綜合伝道団

長崎キリスト教会の坂田ひとみ先生をお迎えして、２回の講演の後、それぞれ

のクラスに分かれてました。クラス講演では長崎県内の牧師先生15名が、それ

ぞれのクラスで２回の講演をしてくださいました。発見の多い修養会でした。

生徒修養会は活水のキリスト教教育の中で大切にされてきました。この行事を通して教会を身近に感じ、活

水が守ってきた精神を受け継いでほしいと思います。主講師の坂田先生、クラス講演の15名の先生方に心より

感謝いたします。 （北見さとみ）

（生徒感想）
教会へ行くこと、キリスト教を信じる意味を今まで考えたことはなかったけど、お話を聞いて改めて考える

ことができました。中でも絶望的な悲しみをも包み込んで神様は私たちを愛してくださるという言葉が印象的

でした。身に起こる全てに意味があるので、その意味を考えながら様々な困難を乗り越えていきたいです。ま

た、エステル記では恐れずに立ち向かったという話を聞いて、わたしもそうなりたいと感じました。

活水に隣人愛という教えがあるように、他人のために行動できる人へ成長していきたいと思いました。どん

な状況にあってもあきらめず、最善をつくすことを大切にしようと思いました。神様が私たち一人ひとりを輝

かせてくださることを信じ、精一杯に自分の誠実さを実行していけると良いなと思いました。

最後に教えていただいた三つのことを心に刻んで、これからもキリスト教と向き合っていきたいです。教え

てくださったことを忘れずに実行して、本当の自分は何かを見つけたいです。

クリスマスを待ち望む活水生たち

クリスマスカード作成

全校生徒が聖書の授業で手作りのクリスマスカードを作りました。このカードは、全

国の福祉施設や同窓生、また元職員の方々にお送りしています。今年も素敵なカード

ができました。

アドベントリース・クランツの装飾作り 〈11月12日（水）放課後 カフェテリア〉

各クラスの宗教委員やYWCAの生徒たちが、クリスマスに向けてリースとクランツの装飾作りを行いました。

円形の木枠にヒバの枝を差し込み、リンゴやベル、松ぼっくり、リボンなどで

飾りを付けたら完成です。初めて作る生徒も多く、ヒバの扱いに苦戦していま

したが、完成したリースを見て満足した様子でした。正面玄関やチャペルなど

校内各所の扉に提げられています。

クリスマスツリー点灯式 〈11月17日（金）17：00～17：30 チャペル〉

今年のツリー点灯式は、長崎平和記念教会の堀地正弘牧師をお招きし、「光、

そして光」という題でメッセージをいただきました。暗い世の中に光の子とし

て誕生される救い主イエス様の誕生を喜び、待ち望む期間をこれから共に過ご

したいと思います。

ツリーのイルミネーションは、12月25日までの毎日17時から21時まで点灯します。 （常泉晶子）

「神は、その独り子をお与えになったほどに、世を愛された。独り子を信

じる者が一人も滅びないで、永遠の命を得るためである」

(ヨハネによる福音書3章16節)

クリスマスは神様の冒険の時でした。神であるイエスさまを人間としてこの世に生まれさせ、私たちがあ

じわう貧しさ、苦しみ、悲しみ、全てを人として神が体験されました。私たちが体験する全てのことを神は理

解されています。私たちが苦しむ時、一人だけの苦しみではなく、そこに神様も共にいてくださいます。神が

人となる。これが神の冒険であり、それは私たちの救いのためです。素敵なクリスマスであることを心からお

祈りします。 （北見さとみ）

今月の聖句



中学体操部 九州大会優勝

8月7.8日に沖縄県で開催された、令和7年度九州中学校総合体育大会新体操大会に団体と個人に2年の北
原が出場しました。団体は、8年ぶりに優勝し、優勝旗を持って帰ってくることができました。個人は、今の
全てを出し切ることが出来ました。その結果により、8月25〜27日に佐賀県で開催された全国中学校総合大
会新体操大会に九州代表として、団体に出場しました。夢の舞台である試合に出場出来、いい経験となりま
した。また、9月に第39回かささぎ杯ジュニア新体操競技会九州地区予選会に団体と個人に3年の大石、
谷口、2年北原が出場しました。団体は、このメンバーの最後の試合となり、これまでの成果を出し切り、い
い形で締めくくることが出来ました。これまで多くの方々に支えていただき、この1年で多くの経験が出来ま
した。ありがとうございました。 （向井杏奈）

九州中学校総合体育大会
団体優勝 (3年大石、谷口、2年井上、北原、佐々木) 全国大会出場
個人7位 北原聖妃

かささぎ杯ジュニア新体操競技会 団体7位
個人総合 北原聖妃 22位 大石仁菜 35位 予選 谷口玲奈 55位春高バレー ベスト８

全日本バレーボール高等学校選手権（春高バレー）県
予選がありました。今大会はノーシードでしたが１回戦
で長崎玉成に2-0で勝ち、２回戦でシード校の鎮西学院
と対戦しました。シードを落としてから１年間苦しいシー
ズンでしたが25-14，17-25，25-9の2-1で勝ちシー
ド校を撃破しました。３回戦も大村に2-0で勝ち、準々
決勝で聖和女子学院に敗れましたがベスト８に返り咲き
ました。これで引退する三年生の意地が見られた素晴ら
しい試合ができました。 （平野智也）

大会等成績
＜中高吹奏楽部＞

時津町表彰（全日本吹奏楽コンクール金賞受賞）

竹本蘭、濵崎美友、髙尾有里、内田花歩、中村一華

大村市表彰（全日本マーチングコンテスト金賞受賞）

宅島浬子

全日本マーチングコンテスト 高等学校以上の部 金賞

令和7年 県民表彰 特別賞

＜個人＞

「ごはん・お米とわたし」図画コンクール中学の部

全国コンクール推薦作品 山本初香

在日本大韓民国民団主催

「長崎県韓国語スピーチ大会」

優秀賞(２位)

池田美委奈

長崎税務署管内納税貯蓄組合連合会会長賞

青山咲新

全国地域安全運動における防犯ポスターコンクール

佳作

渡辺なお 田原穂乃果 森礼乃

ながさき‘若い芽‘のコンサート オーディション

優良賞 土井口清葉

奨励賞 田添音詞 （岩永崇史）

バドミントン部 新人戦

10月に長崎地区新人戦、11月に
長崎県新人戦に出場してきました。
地区新人戦では、団体戦で2年連続
の準優勝に加え、個人ダブルスでも
準優勝することができました。また、
個人戦ベスト16以上に与えられる県
新人戦にもダブルス：5ペア、シン
グルス：4人が進出することができ
ました。県新人戦では、団体戦：ベスト8・ダブルス：ベ
スト16／2ペア・シングルス：ベスト16／1人という結
果でした。高総体では、1ランク上の結果が残せるよう頑
張りますので、応援よろしくお願いします。（草野深音）

させぼ五番街での演奏

11月3日（祝）佐世保五番街にて演奏を行い

ました。多くのお客さんに聴いてもらいまた活

水グッズも沢山購入していただきました。吹奏

楽コンクール全国大会おめでとう！！そしてマー

チングもがんばって！！と多くの声をかけても

らいました。私たちに心強い言葉をいただきま

した。年に2回呼んでい

ただいているイベント

です。来年も是非行き

たいなと願っています。

（杉町たまみ）

県写真展 最優秀賞

11月11～16日の6日間、長崎県美術館にて

県写真展が開催されました。本校写真部からも1

1点の作品を応募し、展示作業や受付等、係の仕

事を他校の生徒と協力しつつ担いました。最終

日には活水女子大学で表彰式・講評会が行われ

ました。363点もの作品の中から、ⅡA染さく

らさんの作品「春

景」が最優秀賞に

選ばれ、審査員の

先生より、奥行き

のある構成や色彩
の妙を評価いただ

きました。染さん

はあきた総文202

6への参加も決まっ

ています。 染さくらさんの作品

（菅のの香） 中高生徒会 新メンバーでスタート中学生徒会
１０月２２日にシオンホールで後期生

徒総会を行いました。内容は各種委員会
報告、本部活動報告、生徒会役員退任挨
拶、新生徒会役員所信表明でした。選挙
が無かったため、新生徒会役員の立候補
者と候補者の任命を行いました。以下新
生徒会役員です。中学２年生だけでなく、
中学１年生も生徒会役員として活躍しま
す。１年間よろしくお願いします。そし
て、旧生徒会役員の皆さん、一年間お疲
れ様でした。 （喜明愛土）

生徒会長 ２年１組 𠮷田 幸未
副会長 １年１組 小浦 世蓮
書記 ２年１組 武冨 日南子
書記 １年１組 吉岡 華那
会計 １年１組 宮﨑 結衣

高校生徒会
１０月２９日の後期生徒総会で高校生徒会役員の２年副会長職
の選挙と立候補者所信表明が行われました。結果、生徒会長に
ⅡB平田笑子さん、２年副会長にⅡB中原理媛さん、１年副会
長にⅠB田添真菜さんが選ばれました。１１月１０日にはその
他の生徒会役員の任命式を行いました。以下新生徒会役員です。
これから１年間よろしくお願いいたします。そして、旧生徒会
役員の皆さん、一年間お疲れ様でした。

（喜明愛土）

生徒会長 ⅡB 平田 笑子
Ⅱ年副会長 ⅡB 中原 理媛
Ⅰ年副会長 ⅠB 田添 真菜
Ⅱ年会計 ⅡB 岡安 璃紗

マーチングコンテスト全国大会金賞

11月23日（日）大阪城ホールにて第38回マーチング
コンテスト全国大会が行われました。金曜日に出発、1校
6分のリハーサル後京都へ移動し練習。2日目は大阪府立
の高校で練習。ここでは堺の小学生のチアの生徒さん
（世界大会に出るような団体）から熱い応援演技をもら
い大変パワーをいただきました。そして同じ九州代表で
ある精華女子高校の練習を見学、そしてマーチングを披
露させてもらい、大会当日を迎えました。本番では活水
らしい演奏演技ができ見事金
賞を受賞しました。今後も沢
山の方に応援いただける吹奏
楽部になるよう努力を続けた
いと思っています。

（杉町たまみ）

上長崎小学校で演奏

１１月１７日（月）上長崎小学校５・６年生、
近くの幼稚園児、地域の皆さん、学童の皆さん
など沢山のお客さんの前で演奏をしました。曲
に合わせて手拍子をしてくれたり、恒例のイン
トロクイズでは多くの手が上がり皆さんで演奏
会を作っていただき大変楽しい時間となりまし
た！最後には上長崎小学生ブラスバンド部の方
たちとの合同演奏「風に
なりたい」では短時間で
の打ち合わせにもかかわ
らず本番はとても上手に
できました。大変有意義
な時間となりました。

（杉町たまみ）

Ⅱ年書記 ⅡB 古賀 柊月
Ⅰ年書記 ⅠC 岸川 真愛
Ⅰ年庶務 ⅠA 伊東 和々花
Ⅰ年庶務 ⅠC 日向 莉々奈

お詫びと訂正

活ける泉１１月号の、全日本吹奏楽コンクールの記事
において、表記に誤りがありました。

誤） 第３７回全日本吹奏楽コンクール
正） 第７３回全日本吹奏楽コンクール
お詫びして訂正いたします。


